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取り付け手順

この度は弊社製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。弊社の「取り扱い説明書」には、お客様ご本人や他の人々への危害や
財産の損害を未然に防ぎ、本製品を安全にご利用頂く為に、守って頂きたい事項を示しています。その表示と図番号の意味は次のように
なっております。内容をご理解いただき、本文をお読み下さい。

この取り扱い説明書はいつでも取り出してご確認できるよう、大切に保管して下さい。

本製品をお客様ご本人から第三者へ譲渡する場合は、本書も一緒にお渡し下さい

本製品及び付属品は、改良のため予告なく変更する場合があります。

商品梱包を開封したと同時に上記に関してご同意されたものとみなしますので、開封前に必ずご確認下さい。

お客様ご本人または第三者が、本製品及び付属品の誤った使用や、その使用中に生じた事故、その他不具合によって受けられた損害
について、弊社は一切の責任を負いませんので予めご了承下さい。

本製品及び付属品は、改造自動車に適合するものではありません。改造自動車に装着する場合は法令で定められた改造申請などの
届け出をして検査合格後にご使用下さい。ただし、その自動車が損傷、損害がありましても、弊社は一切の責任を負いませんので
予めご了承下さい

本製品及び、付属品に改造を加え、指定車両以外の自動車に取り付けて発生する不具合、自動車の損傷、損害につきましては弊社は
一切の責任を負いませんので、予めご了承下さい。

本書では正しい取り扱いに関する重要な事項を下記のシンボルマークで表示しております。シンボルマークの意味

この表示を意味を守らないと死亡、又は重症に至る可能性が想定される場合を示しています。

この表示の意味を守らないと傷害、又は物的損害の発生が想定される場合を示しています。

本製品の取り付けには、重要な部品及び関連商品の脱着が伴います。必ず専門知識のある販売店もしくは整備工場
で取り付けを行って下さい。

本製品を取り付ける際は、平坦で十分なスペースのある場所で、車両のエンジンを停止し必ず冷めてから車両を
安定させて行って下さい。

取り付けにあたり、取り付け車両メーカー発行のサービスマニュアルを用意し、車両部品の脱着方法及び注意事項
を良く理解して作業を行って下さい。

本製品に落下等の衝撃を与えないで下さい。商品に傷、へこみ等付きますと、商品の取り付けが出来ないもしくは、
商品の性能が発揮出来なくなる場合があります。

車両のエンジン、ラジエター等が熱い時は、完全に冷めてから作業を行って下さい。熱いまま作業を行いますと
火傷の原因となります。

キット内容

１．リア中央のブレーキホースのフレーム側
　　純正Ｕクリップを取り外します。

車高センサー固定ステー（ＬＥＤヘッドランプ車）

取り扱い及び取り付け説明書
車種

）Ｗ４６ＢＪ（ ーニムジ

）Ｗ４７ＢＪ（ ラエシーニムジ

④

⑤

Ｎｏ 品名 個数
① ベースブラケット １
② 固定ステー １
③ Ｕクリップ １
④ フランジボルト Ｍ６×Ｌ２０ ２
⑤ フランジナット Ｍ６ ２

純正Ｕクリップ

①

③
２．純正ブレーキホースとホースブラケットの
　　間にベースブラケット①を挿入し、付属の
　　Ｕクリップ③で固定します。

※　テフロンステンメッシュブレーキホースを
　　ご使用の場合は、オーバルスペーサーを
　　取り外す必要がありますので、ホースを
　　脱着し、再度エア抜き作業を行って下さい。



３．矢印部の純正ナットを取り外し、車高センサー
　　リンクを取り外します。

４．センサーアームを車高センサーリンクを取り外す
　　前と同じ位置にして、固定ステー②をボルト④、
　　ナット⑤を使用して取り付けます。

５．矢印の純正ボルトを取り外し、車高センサーリンク
　　ブラケットを取り外します。
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ナット⑤・・・１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

締め付けトルク

【注意】

車高センサーリンク

⑤

④

②

④

⑤

車高センサーリンクブラケット

センサーアーム

「３．」からの作業は、必ず車両をジャッキ
ダウンした状態（１Ｇ状態）で行って下さい。

【注意】

・この商品はサスペンション交換車両において
　車高センサーの故障を回避しますが、車高
　センサーのセンサーアームを固定するため、
　ヘッドランプオートレベリング機能が作動
　しなくなります。
　商品取付後は、必ずヘッドランプの光軸調整を
　行って下さい。

【注意】

センサーアームを引き上げることで光軸が下方
へ補正されますので、車両のリフトアップ量や
姿勢に応じて穴位置を選択して下さい。

・定期的にネジのユルミやガタがないか確認
　して下さい。


